
農林水産委員会会議記録

井上 明夫農林水産委員長

１ 日 時

令和元年９月３０日（月） 午後１時００分から

午後３時４７分まで

２ 場 所

第３委員会室

３ 出席した委員の氏名

井上明夫、末宗秀雄、清田哲也、木田昇、二ノ宮健治、原田孝司、河野成司

４ 欠席した委員の氏名

な し

５ 出席した委員外議員の氏名

麻生栄作、戸高賢史、後藤慎太郎

６ 出席した執行部関係者の職・氏名

農林水産部長 大友進一 ほか関係者

７ 出席した参考人の職・氏名

九州農政局大分県拠点 地方参事官（大分県担当） 前畑 博幸

８ 会議に付した事件の件名

別紙次第のとおり

９ 会議の概要及び結果

第８５号議案のうち本委員会関係部分については、可決すべきものと全会一致をもっ（１）

て決定した。

（２）九州農政局大分県拠点地方参事官（大分県担当）前畑博幸氏を参考人として招致し、意

見聴取を行うことを全会一致をもって決定した。

（３）「見たい！知りたい！九州農業２０１９」（九州農業白書）について、参考人から意見

聴取を行った。

（４）台風第８号・第１０号及び８月２６日からの大雨による農林水産業関係被害について、

大分県長期総合計画の実施状況について並びに大分県長期総合計画の変更についてなど、

執行部から報告を受けた。

（５）閉会中の継続調査について、所定の手続を取ることとした。



１０ その他必要な事項

な し

１１ 担当書記

議事課委員会班 副主幹 長友玉美

政策調査課調査広報班 主事 佐藤和哉



農林水産委員会次第

日時：令和元年９月３０日（月）１３：００～

場所：第３委員会室

１ 開 会

２ 参考人出席要求の件 １３：００～１３：０２

３ 参考人からの意見聴取 １３：０２～１４：３０

（１）「見たい！知りたい！九州農業２０１９」（九州農業白書）について

参考人 九州農政局大分県拠点

地方参事官（大分県担当） 前畑 博幸 氏

４ 農林水産部関係 １４：４０～１６：３０

（１）付託案件の審査

第 ８５号議案 令和元年度大分県一般会計補正予算（第２号）

（本委員会関係部分）

（２）諸般の報告

①台風第８号・第１０号及び８月２６日からの大雨による農林水産業関係被害について

②大分県長期総合計画の実施状況について

③大分県長期総合計画の変更について

④大分県農林水産業振興計画の変更について

⑤公社等外郭団体の経営状況報告等について

⑥第４５回全国育樹祭大分県開催の会場決定について

⑦令和元年度大分県農林水産祭の開催について

⑧第１９回豊かな国の森づくり大会の開催について

（３）その他

５ 協議事項 １６：３０～１６：４０

（１）閉会中の継続調査について

（２）その他

６ 閉 会
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別 紙

会議の概要及び結果

ただいまから農林水産委員会を開井上委員長

きます。

本日は、委員外議員として、戸高議員、後藤

議員が出席しています。また、麻生議員が遅れ

てくることになっています。

ここで、委員外議員の方にお願いします。

発言を希望する場合は、委員の質疑の終了後

に挙手し、私から指名を受けた後、長時間にわ

たらないよう、要点を簡潔に御発言願います。

なお、進行状況を勘案しながら進めますので、

委員外議員の皆さんは、あらかじめ御了承願い

ます。

本日は、お手元に資料をお配りしていますが、

九州農政局が作成している「見たい！知りた

い！九州農業」、いわゆる九州農業白書につい

て、九州農政局大分県拠点の前畑博幸地方参事

官をお呼びし、大分県の状況も交えながら、主

要な施策等を伺いたいと思います。

それでは、参考人の出席要求についてお諮り

します。

本日の調査に係る参考人として、前畑博幸氏

に出席を求め、御意見を聴取したいと思います

が、これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

御異議なしと認め、そのように決井上委員長

定します。

それでは、参考人をお呼びしますので、しば

らくお待ちください。

〔参考人入室〕

まず、初めに私から御挨拶を申し井上委員長

上げます。

九州農政局大分県拠点の前畑博幸地方参事官

には、大変お忙しい中にもかかわらず、本委員

会に御出席いただき、誠にありがとうございま

す。

委員会を代表して、厚くお礼申し上げます。

さて、本県では、農林水産業は地域における

重要な産業でありますが、平成２９年度の農林

水産業創出額は、前年比マイナスとなり、農業

産出額は九州最下位となっています。

現在、県では構造改革などに取り組んでおり、

農林水産業振興計画の見直しも進めていますが、

県議会も一緒になって、本県農林水産業の課題

解決に取り組んでいく必要があります。

本日は、九州農政局で作成されている「見た

い！知りたい！九州農業」を通じて、本県農業

の課題や必要な施策について御意見を伺いたい

と考えています。どうぞよろしくお願いします。

それでは、委員及び委員外議員の皆さまから

自己紹介をお願いします。

〔委員・委員外議員自己紹介〕

それでは、参考人から自己紹介と、井上委員長

引き続き御説明をお願いしたいと思います。

前畑参考人、お願いします。

本日はお忙しい中、お時間を作っ前畑参考人

ていただき、ありがとうございます。今、御紹

介いただいた九州農政局大分県拠点の担当をし

ている地方参事官の前畑です。今日はどうかよ

ろしくお願いします。

また、大変お詳しい農林水産委員会の皆さん

に、私からお話をさせていただくんですけれど

も、お手柔らかにお願いしたいと思います。

（「どうぞ座ってください」と言う者あり）じ

ゃあ座らせていただきます。

それから、かねてから私ども農林水産省が行

っている諸施策、諸事業に大変御協力いただい

てることについて、この場をお借りして感謝申

し上げます。どうもありがとうございます。

では本日は、皆さんのお手元の「見たい！知

りたい！九州農業２０１９」という資料を使っ

て、大分県における農業の現状等を踏まえて、

お話ししたいと思います。

では、早速御説明に入りますが、まず、「見

たい！知りたい！九州農業２０１９」の表紙の
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真ん中を見ていただくと、オレンジ色の文字で

書いていますけれども、現在、九州農政局では

今年の話題ということで、スマート農業の推進

を前面に打ち出しています。２枚めくっていた

だくと、第１章今年の話題ということで、次の

２ページからスマート農業の推進について記載

しています。

まず、スマート農業と言うと、皆さん、どう

いうイメージをお持ちでしょうか。それぞれに

あると思うんですけれども、よくあるのが、や

っぱりスマート農業は難しいと考える方もいら

っしゃるし、高価だとか、なかなか導入しづら

い等もあるかと思います。そういう中で、資料

にありますが、スマート農業推進の背景として、

我が国の農業分野では、担い手の減少・高齢化

の進行等により労働力不足が深刻な問題になっ

ているということがあります。これは我が国に

限らず、特に大分県の場合にもそういう状況が

発生しています。

それから農業就業者の６５歳以上の割合が全

体の６割強を占める一方、５０歳未満の割合は

１割程度という、産業の就業人口の構成として

はいびつな状況になっています。これは大分県

もほぼ同様の割合で、全国と同じような状況に

なっています。

ですから、スマート農業に関して、辞書など

ではロボット技術とか、情報通信技術、ＩＣＴ

と呼ばれるものを活用した省力化、精密化や高

品質生産を実現する農業をスマート農業と定義

しているんですけれども、なかなかそれだけ聞

いてもよく分からないと思います。

資料の３ページに「スマート農業＝」と赤字

で書いていますが、スマート農業とは先端技術

掛ける農業技術です。先端技術としてはＩｏＴ

とか、ビッグデータとか、ロボティクスとか、

人工知能がありますけれども、これらに農業技

術をしっかりと反映させること、農機の操縦、

匠の技、栽培管理、こういうものを融合させる

ことがスマート農業になるということです。

ここにＩｏＴと書いていますけれども、Ｉｏ

Ｔというのは、インターネット・オブ・シング

スで、モノのインターネットと言われるもので

す。いわゆるセンサーとか、インターネットで

人とモノをつなぐのがＩｏＴという技術です。

それからＩＣＴというのがあると思うんです

けど、こちらはインフォメーション・アンド・

コミュニケーション・テクノロジーで、通信技

術を使って人とインターネットをつなぐ技術と

いうことです。少しニュアンスが違うことを感

じていただければと思います。

今、スマート農業の推進に向けた様々な取組

として、農林水産省では資料３ページの１から

４まで実施しているところです。将来像や優先

的に取り組むべき課題の特定と、新たな技術の

開発、現地実証、それから新技術の普及、導入

支援と、先進技術が導入できる環境づくり、こ

ういうものを現在やっています。

その中で２番の新たな技術の開発、現地実証

ですけれども、この事業として、昨年度からス

マート農業の実証プロジェクトが始まっていま

す。これについて、お手元にスマート農業実証

プロジェクトという資料をお配りしています。

スマート農業の実証プロジェクトは全国の６９

地区で実施されています。

１ページ目を開けていただくと、スマート農

業実証プロジェクトということで、大まかな日

本の地図と、それぞれどういう実証を行ってい

るかが記載されていますけれども、この中で、

九州は全部で１５あります。

そのうち大分県では現在二つ、スマート農業

実証プロジェクトを実施していて、次ページ以

降の６０番と６１番が大分県で実証しているス

マート農業の状況です。６０番はオーエス豊後

大野ファームで、白ねぎの大苗の育苗技術、そ

れからＧＰＳのアシストトラクタを用いた定植、

それからドローンによる画像撮影とかラジコン

の草刈り機、こういったものを行っているとこ

ろです。それから、九重ではタカヒコアグロビ

ジネスがパプリカの収穫の管理ということで、

生産管理支援システムと無人搬送システムを現

在実証で行っているところです。

こういう実証を実際にやって、それらのスマ

ート技術が実際に運用できるかをしっかりと実

証して、スマート農業を発展させようというこ
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とを国で今やっています。

特筆すべきところで言えば、オーエス豊後大

野ファームは、このなかなか難しい２連同時の

定植にアシストトラクタを用いたということと、

ドローンによって生育判断をして、どこに病害

虫が出ているかとか、生育が不良だとか、画像

診断のテクノロジーを使うというのが、ちょっ

とほかとは違うところになります。

タカヒコアグロビジネスは、生産管理支援シ

ステムで全体の生産の管理をするのは従来とほ

ぼ一緒なんですけれども、特に無人搬送システ

ムについて、従来だとハウス内の床面にガイド

レールを埋め込んで、それをトレースしていく

という機能があったんですけれども、それだと

レイアウトを変更したときに対応できないとい

うことがあって、今回の無人搬送システムは、

全てＧＰＳを使って、搬送の経路をその都度交

換できるというイメージになっています。搬送

は人力でやると、やはり前が見えないので、中

で衝突したりとか、結構難しいというお話を聞

いています。

このように全国でいろいろと実証をして、そ

の結果、使えるテクノロジーであればどんどん

普及させようと。使えないんだったら、どこが

使えないのか、それをしっかりと検証して、使

えるようにすることをやっています。また、こ

れを広く皆さんにお知らせするということも踏

まえて、実証をやっています。

今、こういうスマート農業の実証プロジェク

トが実際に動いている状況です。基本的に２年

限定で実証し、結果を出すということになって

いて、本年度の予算でも、新たにまた昨年度同

様の実証をやりたいということですので、大分

県でも、そういうことに取り組みたいという事

業者がいたら、積極的にやっていただければと

思っています。

それ以外に、うちでやっていることとしては、

４ページにスマート農業推進上の課題というこ

とでいろいろありますけれども、アンケートで

は、導入コストだとか、導入後うまくいってい

る優良事例の情報がない等を言われました。そ

こで、５ページのスマート農業推進に向けた取

組ということで、九州農政局においては、スマ

ート農業の技術を利用する側と提供する側との

マッチングとか、あとは（３）下にある写真で

すけれども、「九州発！現場のお困りごと対応

技術ナビ」を公表して、いろいろな御意見とか

御相談を受けて、それに対して回答するという

ことをやっています。

実績として、昨年公表して３０４件程度の御

相談があり、うち２５０件に対して、それらに

関係する事業者から７８０件ぐらいの回答をも

らっているところですので、それなりに関心が

高いのではないかなと思っています。

６ページ、７ページには、スマート農業フォ

ーラムとか、農業技術情報連絡会議を設置して

いるということを書いています。

今回、議会事務局から、スマート農業に関す

るＪＡなどの取組についてはどうなんだという

御質問もありましたけれども、さきほどちょっ

と申し上げたように、スマート農業というのは、

今使える技術であるかどうかはなかなか分から

ない。こういう新しい機械ができたけど、それ

が使えますかと言ったら、それぞれで使えない

とか、使えるとかいうのがあります。それから、

今までないものを新たに開発しようとなると、

それなりにコストもかかるということもありま

すので、ＪＡの中にもなかなか積極的ではない

ところもあるんではないかなと思います。

ただ、大分県内においては、現在、蒲江のキ

ク農家が先進技術、スマート農業じゃないんで

すけれども、集出荷情報集計システムを導入し

ています。あと大分高専で今、ちょっと会社の

名称が出てきませんが、確かキクの芽かきのロ

ボット化を一緒に開発しているとも聞いていま

す。ですから、徐々にですけれども、そういう

ところが進んでいるんではないかなと思ってい

ます。

あとドローンの推進も県が中心になって試験

などをやっていると聞いています。

これから高齢化社会に向けて、スマート農業

というのはやはりどうしてもなくてはならない

ものであると思っています。さきほど言った実

証がどんどん進んでいくと、基本的に技術開発
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も進んでいきますし、量産化になるとコストも

下がってくると。その後の運営コストも下がる

という話もよくあります。二の足を踏んでいる

という状況も見られますけれども、皆さんが毎

日利用している車にカーナビゲーションがある

と思うんですが、これができた２０年ぐらい前

は、実際かなりお高かったです。しかも本当の

高級車しか使えないような状況だったのが、も

う今はポータブルだと１万円以下ぐらいで手に

入る状況になっているので、技術が確立され普

及していくと、本当にどこの農家でも使えるよ

うなものになってくるんではないかなと感じて

います。そういう意味でスマート農業の推進に

ついてお話ししました。

それから、９ページに「統計から見たい」と

書いています。ここからが皆さま方の専門の農

業の関係になりますけれども、まず１０ページ

に九州農業の特徴を書いています。さきほど委

員長からお話があった農業産出額では、九州は

全国の２割を占めているという状況です。

１１ページを見ていただくと分かるように、

野菜と果実を例にあげていますが、それぞれの

九州内での出荷は、野菜にしても果実にしても

３割から４割しかない。ほとんどは九州外に出

ているという状況です。その中でも多くは関東

と近畿に品物が流れており、物流がそういう状

況であるということです。

１２ページを見ていただくと、農業産出額の

話を書いています。平成２９年の九州の農業産

出額は１兆８，３５６億円ということで、主と

して肉用牛などの畜産部門の伸びを背景に７年

連続で増加しています。ここで大分はどうなん

だということを申しますと、大分は１，２７３

億円です。資料には書いていませんけれども、

過去７年はほぼ横ばいの状況です。平成２３年

からだとマイナスになっていて、畜産部門も増

加はしていますけれども、乳用牛以外の畜産が

微増で、乳用牛は落ちているという状況です。

１３ページには、畜産や野菜が増加している

ということを書いていますが、真ん中の九州の

農業産出額部門別構成比の推移という表を見ま

すと、昭和４０年には１９％だった畜産が平成

２９年には４５％、野菜が９％から２５％に大

幅に拡大しています。この表を見ていただくと、

順調に伸びてはいないというのが分かるかと思

いますけれども、これを分析すると、平成１７

年から２２年にちょっと落ちていて、それから

徐々に伸びていると思いますが、１７年は何が

起こったかと申しますと、これからの時期に大

変になりますけれども、鳥インフルエンザが日

本で初めて発生したのが平成１７年です。それ

でそれ以降、若干畜産が下がってきていると。

それに追い打ちをかけるように、平成２２年に

は口蹄疫が、特に九州は宮崎で発生したという

ことで、この分で下がっているという状況です。

こういう中で、大分県の農業産出額の状況を

お話しすると、平成６年、１９９４年には１，

８５０億円あったものが、現在は１，２７３億

円になっているということで、それだけ下がっ

ている。平成６年がピークになりますけれども、

このとき畜産は４２５億円ありました。畜産の

みだと昭和５９年で５６９億円というピークの

時期があるんですけど、それからずっと下がっ

ています。野菜は平成６年からほぼ横ばいの状

況です。中身については、後で個別のところで

若干説明したいと思います。

それから１４ページは、九州は消費動向に対

応した農産物を生産しているということです。

これは常に消費の状況を見て確認をしていると

いうことで、時代のニーズによって作物を選択

し、それぞれが伸びているというのが九州の農

業の特徴であると言われています。上位品目は

１位が牛肉、２位が豚肉、３位が米、４位以下

が鶏肉、卵、トマトとなっています。

１５ページが農業経営体の数ですけれども、

真ん中のグラフを見ていただくと、基幹的農業

従事者の平均年齢はどんどん上がっており、６

５歳を超え、高齢化しているというのが現状で

す。それから農業経営体数は逆にどんどん減っ

てきています。これはもうどこの県も同じよう

な状況です。

法人経営体の割合は逆にどんどん上がってい

ますが、どういうことかと言うと、要は高齢化

になって、担い手、若手がいるところが法人化
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されていって伸びているのが現状です。

それから、その下の５千万円以上の農業経営

体の割合ですけれども、これはあくまでも割合

ですので、大分は０．８だからどうだというこ

とではなくて、どういうふうに見るかと言うと、

大分県は５千万円以上の農業経営体数は統計上

２１６戸です。経営体数は２万５，４１６戸で

すから、０．８％しかいない。逆に言うと、中

小の小さな農家、農業者がたくさんいらっしゃ

ると思っていただければと思います。よく産出

額の話をすると話題になるのが佐賀なんですけ

れども、佐賀はじゃあどうなんだと言うと、５

千万円以上の農業経営体が３３７です。それに

対して農業経営体数の数は１万７，０２０戸で、

大分県と比べると約８千戸、経営体数が総体で

違うということです。そういう状況があると思

っていただければと思います。

それから１６ページの耕地面積に関しては、

大分は耕地面積の５６に対して、活用されてい

るのが５１です。佐賀、福岡は二期作をしっか

りとやっているので、耕地利用率が高いと見て

いただければと思います。

次に、生産について個別にずっとありますけ

れども、１７ページにお米の状況を書いていま

す。

それから１８ページ、麦・大豆ですけれども、

上の方に書いていますが、麦・大豆に関しては、

やっぱり福岡、佐賀及び熊本で約９割を占めて

います。ただ、４麦の中で、大分県ははだか麦

が九州で一番栽培されています。

１９ページの野菜ですけれども、九州は温暖

な気候をいかした野菜の栽培が盛んです。特に

ピーマンとかトマトが大変盛んですけれども、

大分県が全国で一番のシェアを有している、流

通が多いのはねぎです。大分県のねぎが日本全

国の約４％、九州で３３％ぐらいです。その次

に多いのは、大分の場合ははくさい、これが全

国シェアは２．９％で、九州では１９．１％ぐ

らい、それからピーマンが全国で３．３％、九

州で９．１％です。

２０ページは果樹です。果樹は今、全国に占

める割合がどんどん下がっています。大分はと

言うと、ピーク時の平成６年、産出額が２３０

億円ぐらいあったんですけれども、平成２９年

は１１５億円に下がっていると。ただ、平成２

４年には１３４億円で、平成２４年からはほぼ

横ばいになっています。

次のページの花きですけれども、九州におけ

る花きの生産割合は、このグラフを見ると本当

に分かるんですが、２５年からほぼ横ばいにな

っています。大分県は同様に、平成１１年です

と約９３億円あったんですが、これが平成１６

年から７０億円ぐらいになり、現在が５３億円

です。微減と言うか、全国のこの割合から見る

と、若干減っています。

下の方に花きの出荷量の推移というグラフが

ありますけれども、出荷量がやはり総体的に九

州でも減っています。作付面積はほぼ横ばいで

す。これに対して大分県の状況を見ると、大分

県は出荷量、作付面積共に平成２６年からほぼ

横ばいです。

２２ページ、２３ページは地域特産作物とい

うことで、お茶、葉たばこ、いぐさ、さとうき

びとありますけれども、大分県の場合には、こ

れらに関しては余り作付けがありませんので割

愛します。

２４ページが畜産です。乳用牛、肉用牛、豚、

それから採卵鶏とブロイラーについて書いてい

ますけれども、大分県の１戸当たりの飼養頭数

を見ると、若干減っています。特に減っている

率が多いのは、豚と乳用牛です。

詳細をちょっと申し上げると、乳用牛の飼養

頭数等に関しては、平成元年は５３０戸の飼養

農家がいたんですけれども、平成３０年には１

２６戸になっていると。ただ、飼養頭数は１万

８，８００頭が１万２，６００頭ということで、

規模拡大をして、飼養戸数は減っているんです

けれども、飼養頭数はそれに見合った数字には

なっていないという状況です。これは畜産に関

しては全て同じようなことが言えるんですけれ

ども、肉用牛に関しては、平成元年は７，６２

０戸あったんですけれども、平成３０年には１，

２１０戸という状況です。飼養頭数は６万７，

７００頭あったものが、今４万８，９００頭で、
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２万頭近く減っています。

それから豚の飼養戸数に関しては、これはも

っとひどいんですが、平成元年は４６０戸あっ

た経営体が、平成３０年には４７戸、１０分の

１です。ただ、飼養頭数は当時１７万３，１０

０頭あったものが、平成３０年は１３万７，６

００頭ということで、飼養頭数はそんなに減っ

ていません。

それから採卵鶏（レイヤー）も平成元年は３，

４９０戸の農家がいたんですけれども、平成３

０年には２３戸です。飼養羽数は３０３万６千

羽いたものが、今は１２８万６千羽。

それからブロイラーに関しては、平成２６年

に飼養戸数が５８戸いましたけれども、３０年

は５２戸ということで、ほぼ変わっていません。

ただ、さきほど乳用牛、肉用牛、豚、それか

ら採卵鶏（レイヤー）のところでは頭を全て平

成元年としてお話ししましたけれども、平成２

６年を起点にすると、ほぼ変わっていません。

肉用牛に関しては、平成２６年から２００戸ぐ

らい減っていますが、それ以外は１０戸程度し

か減っていません。そういう中で、やはり農業

の産出額自体がだいぶん変わっているんではな

いかなと思っています。

農業産出額のお話を少しさせてもらいますの

で、資料の８０ページまで飛んでいただけます

か。さきほど委員長のお話にもありましたけれ

ども、大分が九州で一番少ないということで、

こちらに県別の産出額が福岡から鹿児島まで全

て入っています。大分を見ていただくと、お米

に関しては２４７億円、その次が肉用牛で１５

０億円、豚が９６億円、生乳が７５億円、ねぎ

が６５億円となっていますけれども、去年まで

の競争相手、佐賀県をよく見ていただくと、お

米は２７９億円でほぼ変わりありません。肉用

牛も変わらないと。じゃあ何が違うか。３位で

す。３位で５０億円ぐらい違ってくるんですね。

大分が豚で９６億円なのに対して、佐賀はみか

んで１４５億円出ていると。４位のたまねぎ９

３億円というのがありますが、これが大分県の

３位の産出額と同じぐらいの数字になっていま

す。

ただ、農業の産出額というのは、要は全てで

どれだけ作っていますかということですから、

私の個人的な意見をお話しすると、それぞれの

農家がどれだけ潤っているか、小さい農家がど

れだけしっかりと頑張っていらっしゃるか、ち

ゃんと幸せであるかどうかというのが一番大事

じゃないかなと思っています。

ただ、農業産出額を上げるんであれば、大き

なものを増やしてしまえば、一時的には多分上

がると思います。どういうことかと言うと、牛

を各農家で１頭余分に増やすとか、畜産のとこ

ろがやっぱり一番単価的には高いですから、そ

ういうところを頑張ってもらうと、一時的には

産出額は上がるかもしれませんけれども、やは

りそこは中長期的に考えて、しっかりと見てい

ただければと思っています。

あくまでもこれは総生産額ですので、それに

対して県民の皆さんがどういう暮らし方、どう

いう所得になっているかというのをしっかりと

考えて施策を打っていくことが大事ではないか

と感じています。

では資料をまた元に戻っていただき、２７ペ

ージ、「施策を知りたい」という項目を少し見

ていきたいと思います。これから農林水産省が

今、推進している施策についてお話しします。

あわせて県でもそれに準じた施策をぜひ考えて

いただければと思っています。

次を開いてまず、食、消費者の信頼確保とい

うことで、消費者への情報発信と書いています

けれども、食品危害についての情報発信とか、

フードディフェンスにしっかりと取り組むよう

啓発するのがこの消費者への情報発信です。特

に今、ラグビーワールドカップを大分県でやっ

ていますけれども、そういう中で、フードディ

フェンスについても、一挙に食中毒が起きたら

大変だとかいうことも考えた対応をしてくださ

いと、九州農政局からもいろいろ御説明に上が

っているかと思います。そういう業務です。そ

の下は食品表示に関する監視業務です。

２９ページは、家畜伝染病発生への備えと迅

速な防疫対応ということですけれども、本年は

特に豚コレラがかなりまん延しています。岐阜
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と関西から埼玉の方に今度飛びましたけれども、

そういう状況ですので、どこでも起きる可能性

があるというのが現在の状況だとも言われてい

ます。ある学者に言わせると、日本全国どこに

でも多分、豚コレラの菌はあるだろうと。ただ、

発生していないのは、それぞれの農場がしっか

りと防除しているからでしょうと。イノシシに

くっついて、どこにでも多分あるんじゃないか

とおっしゃる学者もいます。そういう意味では、

各県でもしっかりと防疫措置をやっていただき

たいと思っています。

それともう一つ問題なのは、その下に書いて

いるアフリカ豚コレラ、ＡＳＦですけれども、

これにはワクチンとかは全くありません。入っ

てきたら伝染力が強いこともあって、これが今

一番問題になっています。特に加工食品にまで

そのウイルスが入っていると。中国などで製造

されたソーセージの中にも菌が入っているとい

うぐらい強い菌がいます。これが先週、９月２

０日には韓国でもとうとう発生したので、海一

つでつながっている九州も、特にこれについて

は気を付けないといけないんじゃないかと思っ

ています。ぜひ県でもこちらに対応していただ

きたいと思います。

それから、その下の病害虫の関係です。これ

については今まで離島でミカンコミバエだとか、

いろいろありましたけれども、今年に入って、

ツマジロクサヨトウというトウモロコシなどに

付く外来種の虫が発生しているということで、

緊急防除をやっています。こういうものへの対

応をしっかりと皆さんのところでもやっていた

だきたいと思います。

それから、施策ではあと、３３ページの産業、

６次産業化です。

平成３１年１月現在での六次産業化・地産地

消法に基づく総合化事業計画の認定件数は４２

４件です。大分県でも数件が認定されており、

今年度に入ってからは、豊のしゃも生産者協議

会とか、オレンジ農園がもう既に認定証の交付

式も終わっているところです。８月３１日には

佐伯市の浪井丸天水産が養殖ブリのフィレの加

工で認定を受け、明日、認定証の交付式をやる

予定です。そういう意味で今後、６次産業化も

どんどん進んでいくことになりますし、私ども

はしっかりと、そのサポートをしていくことを

考えています。

それと、次のページが輸出の関係です。輸出

に関しては、輸出拡大の推進ということで、国

は平成３１年度の農林水産物・食品の輸出総額

１兆円を目標に掲げて、輸出拡大の取組を進め

ているところです。現在９，６００億円ぐらい

まで行っていて、もう少しで１兆円に行くんで

はないかという状況でして、その中で全国的な

取組ということで、ＧＦＰ（農林水産物・食品

輸出プロジェクト）を実施して、登録された事

業者の輸出訪問診断とか、グローバル産地化の

形成に向けた連携等を図っているところです。

３６ページに今言ったＧＦＰについてちょっ

と書いています。ＧＦＰのグラフがありますが、

登録者が全国で１，２５８件、九州が１９３件

という状況です。大分県は現在、この中で１４

社が登録いただいており、そのうちの４社に対

して輸出訪問診断等を実施しています。今後、

輸出に向けた取組を進めていこうという状況で

す。

それから３７ページですが、ＧＩ（地理的表

示）の推進ということで、今、大分の場合には、

写真の一番上段の右側のくにさき七島藺表、そ

れから２段目の左の大分かぼす、この二つがＧ

Ｉで産地表示をされています。これらの普及に

向けても今後取り組むこととしているところで

す。

それから、施策がいろいろあるんですけれど

も、時間の関係もありますのでちょっと飛ばし

て４５ページです。私どもの各施策の中で、今、

人・農地プランの活用と担い手への農地集積・

集約化を推進しているところです。

人・農地プランに関しては、今年、実質化に

向けた取組に協力していただきたいと思ってい

ます。私どもがいろんな施策をやる中で、人・

農地プランでそれぞれ活用方針を策定していた

だかないと、補助事業とか交付金事業になかな

か参加できないことになっていますので、そう

いうところをぜひしっかりとやっていただきた
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いと思っています。

人・農地プランの実質化については、上の枠

囲みのちょうど真ん中に「今後」と書いていま

すけれども、地域農業を持続的に発展させてい

くためには、アンケート等で地域の農地利用に

関する意向を把握し、農業者の年齢別の構成や

後継者の確保の状況等を見える化した上で、議

論を深め、５年から１０年後に農地利用を担う

中心経営体に関する方針を定めること、つまり

５年から１０年のスパンで、それぞれの地域を

どういう形にするんだというのを具体的に明確

にしていくことになっています。

資料の５０ページ、新規就農者の関係です。

現在、全国でも農業者人口が減っている中で、

新規就農者が約５．５万人となりました。４０

代以下の若い就農者が２万人前後ということで、

今年に関しては農業次世代人材投資事業で、新

規就農者の裾野の拡大を図るために、支援対象

年齢を４５歳から５０歳にちょっと引き上げま

した。そういう皆さんには５年間補助をしまし

ょうとなっていますので、新規就農者の育成を

しっかりとやっていただきたいと思っています。

特に大分県はファーマーズスクールがかなり

活発に進んでいますので、そういうところを今

後もしっかりとやっていただければと思ってい

ます。

それから、次のページが女性農業者の活躍と

いうことで、こちらに関しては後の事例紹介で

もありますけれども、大分県は特に女性就農者

の活躍が進んでいて、今後もしっかりとお願い

したいと思っています。

それから、５６ページをお願いします。中山

間地域等の活性化です。九州は中山間地域が総

面積の７割を占めており、経営耕地面積や農家

人口に占める中山間地域の割合は、それぞれ約

５割になっていると。ですから、今後ともここ

をしっかりと活用しないといけないと国として

は考えていて、５７ページの頭にありますけれ

ども、中山間地域等直接支払交付金を創設して、

農地や水路・農道等の管理、機械・農作業の共

同化や農産物の加工・販売のほか、都市住民と

の交流等、農地のみならず地域の活性化につな

がる取組をやっていくことになっています。

こういう中で、中山間地域対策の推進という

ことで、直接支払制度の第５期対策を今回進め

ることになり、各集落にお願いした際に、大分

県の場合には高齢化が進んで、なかなか第５期

対策には乗れないという話も聞いています。そ

こに関しては、隣接する集落と連携を取りなが

ら、担い手のいる所としっかりと第５期対策を

作っていただくことも、ぜひ考えていただきた

いと思っています。

もう一つ、中山間地域に関しては、棚田地域

振興法が今年できて、来年から運用されるんで

すけれども、それぞれの棚田の地域で協議会を

作って計画を出していただいて、それが認定さ

れると１反当たり１万円の加算をするというよ

うな予算措置を今回考えていますので、ぜひそ

ちらも含めて検討していただければと思ってい

ます。

それから、６１ページに鳥獣被害対策という

ことで、特に大分県は中山間地域が多く、シカ

とイノシシの被害が多いということですので、

国としては、そちらに対してもしっかりと支援

する方向性を現在打ち出しているところです。

それと、６７ページの農泊の推進と、その７

０ページの農福連携の話ですけれども、特にイ

ンバウンドが増える中で、農家民泊をしっかり

とやりたいと思っています。特に大分の場合に

は、農泊の関係では北部の宇佐、豊後高田はし

っかりとした組織も出来上がっていますので、

そういうものをうまく活用しながら推進してい

ただきたいと思っています。

それから農福連携に関しても、これまでの要

件に加えて、社会福祉法人でも利用できるよう

な補助金等を今回用意して、農福連携がうまく

行くような取組をしっかりと推進しているとこ

ろです。

あと、８５ページに大分県の農業について全

体を分析したものを入れています。大分県は近

年は畜産、ねぎが増加しているということを書

いています。大分県は畜産と野菜を中心とした

農業が展開されており、肉用牛やねぎ等の生産

が今、盛んになっています。長期的に見ると米



- 9 -

が減少する一方、畜産、野菜は増加傾向で推移

していると。近年では１０年前に比べ、豚や肉

用牛、ねぎが増加しています。平成２９年の農

業産出額は１，２７３億円で、近年は安定して

推移をしています。全国の上位品種としてはか

ぼすが１位、スイトピーが２位、しそ、ゆず、

ねぎというような状況になっています。

農業産出額の上位５品目の推移のグラフがあ

りますけれども、見ていただくと分かりますよ

うに、お米は昭和５２年からすると半減し、か

なり落ちているという状況です。それに対して

肉用牛、豚、ねぎは微増と言うか、６２年から

比べると、豚と肉用牛はほぼ戻ったという感じ

ですけれども、逆にねぎはかなり伸びていると

考えていただければと思います。

１０年前と比較して増減額が大きい品目とい

うのがありますけれども、増加した品目では、

豚が７９億円から９６億円まで伸びている。そ

れから肉用牛は１４０億円が１５０億円、ねぎ

は５７億円が６５億円、鶏卵は４１億円が４９

億円、はくさいは９億円が１７億円に伸びてい

るということです。逆に減ったものは、お米が

２９８億円から２４７億円に、それからみかん、

葉たばこ、生乳、きゅうりといったものが少な

くなっている状況です。

大分県の農業産出額の推移のグラフがありま

すけれども、平成２年、１，７９６億円あった

ものが、平成１７年に１，３００億円程度にと

どまって、その後、ほぼその辺りを推移してい

ます。

減少した品目のみかん農家のお話をしますと、

みかん栽培農家数は、平成１７年には１，６８

１戸あったんですけれども、これが平成２２年

には１，４４８戸になっています。平成２７年

は１，０２４戸ということで、やはり栽培農家

がかなり減っています。それから作付面積では、

平成２６年の統計だと７７０ヘクタールあった

ものが、平成３０年には６９０ヘクタールとい

うことで、８０ヘクタールぐらい減っていると

いうことです。収穫量も平成２６年は１万５，

２００トンあったものが、平成３０年は１万２，

９００トンで、やはり収穫量もかなり減ってい

ます。ひとえにどうしても高齢化に伴う離農が

あるのと、これは私の個人的な感想かもしれま

せんけれども、みかん農家といろいろお話をし

ていると、津久見とかは段々畑のみかん畑が大

変多くて、維持が大変だということです。そう

いうこともあるんではないかなと思っています。

資料の８９ページからは、「取組事例を知り

たい」ということでいろいろ書いていますので、

皆さんにまた見ていただければと思います。

９４ページに、食育を人づくり・地域づくり

につなげるということで、佐伯市食育推進会議

が載っています。

それから１０２ページには安心院オーガニッ

クファームとか、次のページには九州初の農地

中間管理機構による農地集積事業をやったとい

うことで、大分県の取組が紹介されています。

それから１０６ページにジビエ利用推進協議

会とか、１０７ページにウーマンメイク株式会

社、こちらは女性の就農者に関する取組です。

それから１０９ページには大分県農作業共同受

注事業と、最後のページに直轄海岸の保全事業

ということで、西国東地区の事業が紹介されて

います。

それぞれの事例紹介は読んでいただきたいと

思いますが、ただ、感じていただきたいのは、

９０ページから１１２ページまで約２０件の事

例紹介がしてあるんですけれども、その中に大

分県の事例紹介が多いということです。確か全

部で７件ぐらい紹介されていると思うんですけ

れども、九州全体の事例の中で、これだけ大分

県の農業が紹介されているということは大変喜

ばしいことだと思っています。

編さんの担当にいろいろ聞くと、大分はもっ

と多かったらしいんですよ。大分が多過ぎてほ

かとのバランスが取れないので、ちょっと減ら

せよということで、こういう状況になったとこ

ろです。

それでは、「見たい！知りたい！九州農業２

０１９」から大分の農業について、私からお話

をさせていただきました。どうもありがとうご

ざいました。

ありがとうございました。井上委員長
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以上で説明は終わりました。

これより質疑に入ります。何かございました

らお願いします。

大分県の農業産出額がトータルとし河野委員

て九州最下位になった原因を、端的にどのよう

に分析していますか。

さきほど申し上げたように、あく前畑参考人

までも統計の数字ですけれども、産出額という

のはそれぞれの農業でいくら生み出したかとい

うことになります。資料の１５ページを見ても、

農産物の販売金額５千万円以上の農業経営体の

割合がよその県より少ないですよね。ただ、農

家の戸数は多いわけです。じゃあ、それが全部

は成り立っていないのかと言うと、そこはしっ

かりと成り立っているという状況でもあると思

いますし、よその県に比べると、大きな事業者

が意外と少ないのかなと思っています。

ただ、私も大分に来て、あちこち回ってみる

と、企業が参入した大きな施設園芸とかは逆に

よその県にはないぐらい進んでいるんじゃない

かなと思います。４９ページに法人化のデータ

があるんですけれども、一般法人の農業への参

入割合だとか、集落営農の数とかはよその県よ

りもかなり進んでいると思います。そういう意

味では、全体としての産出額は追いついていな

いかもしれませんけれども、個々の生産者、農

業者の立場からすると、意外とその幸せ度は高

いのかなと、私は個人的に思っています。

産出額を上げるために何をするのかというの

は、なかなか難しいかもしれませんけど。

農業産出額というのは相対的な部分河野委員

と全体的な額があると思うんですけど、相対的

な部分としてみれば、九州各県がいろんな施策、

戦略を練って、いろんな努力をして産出額をア

ップしているんだと思うんです。大分県の場合

は、全体の額が横ばいないし減少しているとい

うことについて、これは中山間地域が多いなど

のいろいろな地勢的な問題や、小規模農家が多

いという問題もあると思います。そこで、これ

から先、県としてもいろいろ戦略を練っている

わけなんですけれども、九州農政局として、大

分県では例えばこういった戦略、こういった方

向性が有効じゃないかというようなサジェスチ

ョンみたいなのはあるんですか。

農政局としては県ごとへのサジェ前畑参考人

スチョンというのはなかなかないんですけれど

も、ただ、今後どうやったらいいのかというと

ころでは、大分はやっぱり大分の特産品をうま

く活用しながら――今、県では、お米ではもう

ちょっと太刀打ちできないという状況なので、

畑地化を進めています。そういうところを今後

もしっかりと続けていただくことが必要かなと。

あとはやはり今は有機農業とか、この資料の

４４ページにＧＡＰの関係があったと思います

けど、今、ＧＡＰを推進しています。これは要

はオリンピック・パラリンピックに向けたＧＡ

Ｐということで、一つのブームになっています。

ただ、ＧＡＰの認証を取る必要があるわけでは

ないですし、ＧＡＰ自体がまだ浸透していない

ということもあります。正直なところ、若い方

にＧＡＰと言うと、洋服のブランドのＧＡＰで

すかと言われちゃうんですけれども、それじゃ

ないよということで。そういうところも含める

と、今後はやっぱり有機ＪＡＳとか、そういう

ものがもてはやされるんじゃないかなと。そう

いうところをうまくリンクしながら、大分とし

ての特殊性、ブランドをしっかりと作っていく

ということが一つの方向性だと思います。

特に牛に関してはブランド牛ですね。今度、

「おおいた和牛」も出しましたし、あとは水産

物に関してもやっぱりブランド化をどんどんや

っていますので、どれだけブランディングをう

まくやっていき、それをセールスしていくかと

いうところが一番の問題になってくるんではな

いかなと、私は個人的に感じています。

この間、宇佐のスマート農業で、二ノ宮委員

１圃場が２．５ヘクタールあるのを見せてもら

いました。確かに高齢化の中で、将来的には日

本の食料を守るためにああいう大規模化、集積

化は必要だと思います。だけどそのときに、米

１粒がいくらするんかなと、私はちょっと頭の

中で考えたんです。もちろん数字は出ません。

もう一つは、日本には中山間地の中で農村を

守る、農業やなくて農村を守る、そういう大事
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なことがあると思っています。さきほど棚田地

域振興法という新しい法律ができたって初めて

聞いたんですけど、この棚田は、例えば中山間

地で言えば、斜度とか、どういう基準があるん

ですか。

棚田地域振興法は基本的に内閣府前畑参考人

で作られて、出先機関として農林水産省、環境

省、それから文部科学省を含めた形で今後、来

年度に向けてやっていこうという状況になって

います。

棚田地域振興法では、基本的に勾配が２０分

の１とか、１ヘクタール以上棚田がないといけ

ないとか、そういう条件があります。その棚田

を地域で守るということで、協議会を作ってい

ただいて、市町村からその計画を上げてもらっ

て、国がその棚田の協議会の取組に関して認定

しなければならないということになっています。

何か内閣府というのが出てきたん二ノ宮委員

ですけど、中山間地域等直接支払制度ももう今

度５期目なんですよね。さっきおっしゃったよ

うに、もう本当に次の組合員が集まるかどうか

という大変な状況です。そういう中で、５期の

はっきりした内容がまだ出されていない。今度、

同じ斜度を使うのに、また内閣府か何か知らん

けど、そういうのが出てきて、二つの事業をし

たり確認事項が出てきたり、何かこういうのが

一本化できないんかなと。これは一つの意見で

す。

まだ聞きたいことは一杯あるんですけど、一

つだけお聞きします。例えば畜産は今、ようや

く農家がもうかってきて、少し潤っています。

ただ心配なのは、今までの波をずっと見てきた

ときに、もうそろそろおかしくなるんじゃない

かと言う人もいます。特にこの間、アメリカの

関税の引下げとかいろいろあったので、将来を

大変心配しているんですけど、その辺の畜産の

見通しが少しでも分かれば。

畜産に関しては、現状、昨年より前畑参考人

若干好調になっていると聞いていますけれども、

今後の見通しということになると、現在の世界

情勢がちょっと微妙ですので、どうだというの

はなかなか言えない状況です。ただ、今後、い

ろんな情報がうちに来ましたら、それを県の委

員会に随時お流しすることは多分できると思い

ますので、対応させていただきたいと思います。

最後に、さっき大分県の農業がな二ノ宮委員

ぜ九州で最下位かという話を聞きました。どこ

に行っても高齢化は同じやし、九州で言えば中

山間地がどこも結構多いという中で、いろいろ

理屈を言うても大分県は九州の中で総生産額で

ビリなんですね。なぜやろうかち、いつも考え

ています。

やっぱり後継者が圧倒的にいないと思う。さ

きほどファーマーズスクールの話が出て、大分

県はそういうのが盛んで、新規就農者がいろい

ろ外から来たりしているけど、一番大事な大分

県にいる農業を継ごうという人たちについて、

大事にしていないとは言わんけど、そういう芽

が出ていない。例えば農業専門の高校がなくな

ったことなんていうのは決定的やと思うんでね。

そやから、何かすごく後手後手と言うか、もう

当然、最下位になるような状況なのが大分県の

農業じゃないかなと私は思う。きつい言い方な

んですけど、条件は全部、どこでも一緒ですか

らね。

高齢化、担い手不足はどこの県に前畑参考人

もあるというのが現状です。ただ、今、委員が

おっしゃったようなお話を聞くことも割とある

んですけれども、九州農政局で大分県の４Ｈク

ラブの方なんかと交流と言うか、意見交換等を

させてもらうと、もっとやりたいとか、規模拡

大したいという方も結構いらっしゃるんですよ

ね。そういう方が、じゃあどうしようかとなっ

たときに、土地を貸してもらえないとか、高齢

の方がまだ頑張るとかいうこともあって、なか

なかうまく進まないということもちょっと聞い

ています。ただ、そこはもう地域の問題ですし、

もう一つは、土地を借りたいんだけど、所有者

が誰か分からないという所が結構あって、それ

で借りられないということもあります。それに

ついては、農地中間管理事業が来年度緩和され

ますので、もう少しうまく回っていくんではな

いかなと思っています。

ただ、どこの県でも、隣の集落に担い手がい
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るなら、その人にお願いするとかいうことは結

構やっているように思います。さきほど言った

第５期対策の関係で意向調査をしたときに、大

分県の集落は高齢化と担い手不足ということで、

もう次はちょっと無理だという所が物すごく多

いんですけど、それだと本当にやってもらいた

いことに対して交付金とかも一切出なくなるの

で、ぜひ第５期対策には乗っていただきたい。

そのためには、隣の集落と話をしたりとか、全

体でうまくやっていくよう工夫する必要は絶対

にあると思いますので、皆さま方が地域に入ら

れたときには、そういうお話もぜひしていただ

ければと思っています。

同じ問題なんだけど、今ちょっ末宗副委員長

と聞きよって思ったことがあって、大分県は農

家数はあるんだけど販売金額５千万円以上の人

は０．８％とか、九州を見ると大分県だけが農

業産出額が極端に減っているわね。これは何が

原因かなと思って。私の小さい頃からずっと思

い出したら、私が小さい頃は、豊後高田で干拓

をしよった。そして、宇佐ではもうちょっと後

からぶどうを作ったんよ。今、農地再編整備事

業もやりよって、県北だったらそげなんも大き

かったんだろうけど。そして私が二十歳を過ぎ

たぐらいから、大分県で農林水産省の事業って

もう余りないんよ。大蘇ダム、熊本県か大分県

か分からん所で、水のたまらんダムを随分作り

よったけど。それから見たら、熊本とか鹿児島

とかには一杯国の農業の事業が入っているんよ

ね。ある意味、国の事業が入った金額と、農業

の産出額が比例しているんじゃないかという気

がするんよ。そこら辺りは分析したことはあり

ますかね。

具体的にうちで分析をしたことは前畑参考人

ないんですけれども、現在、大分県では国の事

業として、西国東の事業と竹田の大蘇ダムがあ

りますね。大蘇ダムはやっと水がたまるように

なったので、今後活用していただけるんではな

いかと思っています。

それ以外に、さきほど言ったスマート農業の

実証プロジェクト。今日はお手元にタカヒコア

グロビジネスのパンフレットをお配りしている

と思うんですけれども、こちらもうちの事業が

入ったところです。次世代施設園芸ということ

で、温泉の地熱を使ったハウスの運営をしてい

ますが、日本全国でバイオマスを使ったりとか、

いろいろある中で、このタカヒコアグロビジネ

スだけが黒字で運営しており、その実証もでき

ているところです。

こういった単発事業は結構やっているんです

けれども、総体に使えるような事業、ＮＮ（農

業農村整備）の方は今後また分析をさせてもら

いたいと思います。

国が事業に投じた金額と産出額末宗副委員長

の関係を私は聞きたかったんだけど、それには

もう答えてくれんかったけん、それはいいんだ

けど、私は根本的にそういう気がするんよ。ど

うして大分県にそういう投資が来んようになっ

たんやろうかと思ってね。これは、大分県の責

任か、それとも農林水産省の責任か、それか要

は大分県の国会議員の力がねえで取りきらんか

ったんだろうかね。ちょっとそういう言いにく

いところを言ってもらわないと、恐らくそこら

辺りに起因しているんかなという気がするんよ。

みんな自分の責任について言うのは嫌だから、

もう口をはぐらかして、永遠に結論が出らんの

だけど、本質はそんなところと思っていいんか

ね。

そこに関しては、費用対効果と言前畑参考人

うか、農業者の皆さんがどういう事業を欲して

いるかを酌み上げるのが私どもの仕事ですので、

そのためにいろんな所で意見交換をして、こん

なことをやってほしいとかいう御意向は聞いて

います。そういう声をどんどん上げていただけ

れば、うちとしても何らかの対応ができるかと

思っています。

最後に１点だけ。この前、この末宗副委員長

委員会で秋田へ視察に行って、秋田の八郎潟の

近所やったんだけど、いろいろ作りよって、１

経営体が大体１億円を目標にするという事業を

国との打合せの中でやっているみたいなんや。

１億円と言うたら、さっきは５千万円で０．８

％やけん、その倍じゃき、なかなか目標として

はいいなという気がしたんだけど、そういうの
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を大分県で採用するように、そういう強い声が

あるということで進めてもらえんですか。よろ

しくお願いします。

承っておきます。ありがとうござ前畑参考人

います。

これも答えづらいかもしれないです木田委員

けど、大分県内におけるＪＡの関わり方の度合

いが、九州のよその県のＪＡと比べてどうなの

かというところが分かれば。表現しづらいとこ

ろもあるかもしれませんが。さきほど話があっ

たように、この間秋田県に行って、スマート農

業の資料に出ている園芸メガ団地をちょうど見

てきたところです。やはり向こうも国庫を入れ

てやっているんですが、向こうでは補助残をＪ

Ａも負担しながらやっているという説明があり

ました。一方で大分の蒲江の電照キクのスマー

ト化、タブレットを使った集出荷の調整は、結

構時間がかかってスタートしていると思うんで

す。なかなかＪＡが協力してくれないみたいな

話もちょっと聞こえたりしながら実現にこぎつ

けていますし、宮崎県では、農協が積極的にス

マート農業に手を出しているみたいなことも聞

きますが、うわさでしか聞いたことがないもん

ですから、大分でのＪＡの関わり合いと、よそ

の県での関わり合いの度合いが大きく違うもの

なのかどうかというところを聞かせていただけ

ればと思います。

ＪＡにはそれぞれのＪＡの経営判前畑参考人

断があるので、なかなか難しいかなと思ってい

ますけれども、今おっしゃったようなスマート

農業への関わり方は、さきほど冒頭で私ちょっ

とお話ししましたけれども、要はどこまでやる

かという線引きを各ＪＡでやっているんじゃな

いかなと思うんですね。単純にお話しすると、

お米のコンバインだったら、今、結束機とかい

ろいろ付いた６条刈りのスマート農業対応のＧ

ＰＳが付いたものは確か１台１，２００万円す

るんですね。トラクターが６５０万円すると、

やっぱり２千万円ぐらいかかっちゃうわけです。

それに対してＪＡがどれだけやれるかについて

は、結局その費用を負担するのは農家でもある

し、それだけかけて入れる必要があるのかどう

かというところも多分あると思うんですよね。

全体の部会の中で考えたときに、それは推進し

た方がいいという判断をされるんであれば推進

していくでしょうし、そんなに何百万円もかけ

てスマート農業をやったって、収益はそれだけ

上がらないよという経営判断をすれば、そこま

ではやらないんじゃないかなという気はします。

これはあるＪＡの青年部の話の中で出ていた

んですけれども、スマート農業をやるのはいい

んですが、対象の機器の導入で１００万円、２

００万円かかると。それは補助金を使って５０

万円ぐらいでどうにかできるんで、導入しまし

た。けど、今度は翌年からの利用料とかデータ

の管理費とか、そういうのがかなり高額になる

けど、そこは基本的に見込んでいないと。補助

事業では、最初の導入の部分に関しては一生懸

命お金を出しますよとなっていますけれども、

後のランニングコストに関しては、もうあんた

ら勝手にやってねじゃないけど、そのランニン

グコストを稼ぐ部分を一生懸命やらないといけ

ないんです。だから、そこまでする必要がある

のかという判断をどこで誰がするのかというと

ころだと思います。多分、その辺まで含めたと

ころで経営判断をしているんではないかなと。

ただ、先進技術として、さきほどのキクの芽

かきのようなものは、大分ではそんなにないか

もしれないけれども、これをヒットさせるとそ

の事業者は多分、日本全国に出すことができる。

そういうことであればやりましょうというとこ

ろが出てくるかもしれないし、大分から発信し

てやりましょうということで、ＪＡがしっかり

とかんでやっていくということになると、多分

爆発的にバックアップができる。その辺の経営

判断をどこで誰がやっているかだと思うんです

よね。

宮崎のＪＡとかは先進となってやろうという

判断をされているのかもしれませんし、ただ、

それぞれだと思うんです。ドローンだったら、

ドローンはやるけれどそれ以外はやらないとか、

多分その辺をどの時点で判断しているかなのか

なと思います。すみません、回答になっていな

いかもしれませんけど。
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それから個別の事例で申し訳ないん木田委員

ですけど、３９ページの米粉です。九州農政局

でも推進されているということで、ちょっと前

は宣伝がよく聞こえてきて、最近はちょっと聞

かないんですけど、この下のコラムの小城製粉

ですか、この辺のところは今、製粉会社も農家

も、みんながウイン・ウインになるような取組

で拡大しているような状況なのかどうか。

米粉に関しては、従来からやって前畑参考人

いるものに関しては今後も推進しますし、米粉

の技術がだいぶん進んで、かなり微粉のものも

使えるようになって、当初の予定からだいぶん

利用範囲も増えていますので、どんどん推進し

ています。今後も、ここに書いているように推

進していこうということになっています。

まだ伸びそうですか。木田委員

ノンアレルギーということで、小前畑参考人

麦粉に比べるとアレルギーがないということを

ＰＲしていますので。ただ、最近は、結構あち

こちで米粉を使った商品が出てきているんじゃ

ないかなと思いますので、同じようなものだと

やっぱりなかなか難しいかもしれませんけれど

も。パン屋なんかでは、今、米粉オンリーのパ

ン屋もできていたり、若干配合するというパン

屋もできていたりとかありますので、いろいろ

と増えていくんではないかなと思っています。

さきほど、規模拡大したくても農井上委員長

地が誰の農地か分からないというお話があった

んですけど、大分県は他県と比べてそういうケ

ースが割と多いような感じなんでしょうかね。

特にそういうわけではないのか。

特にそういうわけではなく、全国前畑参考人

的にそういう傾向はあります。先日、うちが意

見交換したところからも、土地改良の関係でお

話をしたいんですけれども、地権者が分からな

い所が中にあるので、どうしようもないという

お話も聞いています。今後、そういうのがちゃ

んとできるような方向で今動いていますので、

そうなると良くなってくるんじゃないかなと思

っています。

誰のものか分からない山林とか空井上委員長

き家の宅地とか、そういうものが近頃全国的に

目立ってきているんですけど、農地まで増える

と非常に深刻なことやなという感じですね。

結局、昔を知っている方がもうだ前畑参考人

いぶんいなくなって、あそこの土地は誰々さん

の土地だったんだけどねと言う人がいなくなっ

て、荒れ地があるんだけど、誰が相続している

のか分からないとか、相続人を確認したんだけ

ど、その人が今どこに住んでいるか分からない

と。例えば、私の土地を、私が死んだ後にうち

の子どもがどこに住んでいるか分からないので、

結局、印鑑をもらえなくて利用計画ができない

とか、そういうのが実際に今ありますし、増え

ていると聞いています。

ほかによろしいでしょうか。井上委員長

〔「なし」と言う者あり〕

委員外議員の方は、御質疑はあり井上委員長

ませんか。

〔「時間がないので結構です」と言う者あ

り〕

ほかに御質疑等もないので、以上井上委員長

で参考人に対する質疑を終わります。

前畑地方参事官には、本日はお忙しい中、大

変ありがとうございました。

今日伺ったお話を今後の委員会活動にいかし

ていきたいと思いますので、今後ともよろしく

お願いします。

大変ありがとうございました。

ここで休憩し、２時４０分から再開します。

午後２時２８分休憩

午後２時３８分再開

ただいまから、農林水産委員会を井上委員長

再開します。

本日審査いただく案件は、今回付託を受けた

議案１件です。

これより付託案件の審査を行います。

第８５号議案令和元年度大分県一般会計補正

予算（第２号）のうち、本委員会関係部分につ

いて、執行部の説明を求めます。

委員会資料の１ページ田邉農林水産企画課長

をお願いします。

第８５号議案令和元年度大分県一般会計補正

予算（第２号）のうち、農林水産部関係予算に



- 15 -

ついてです。

繰越明許費の限度額の設定です。

これは、公共事業について、適正工期の確保

や施工時期の平準化などを目的に、繰越限度額

の設定をお願いするものです。

表にあるとおり、一番上、合計で２４事業、

２６億５，１００万円となっています。内訳が、

３の農地費が１２事業、９億２，２００万円、

次の林業費が７事業、１０億７，５００万円、

水産業費が５事業、６億５，４００万円となっ

ています。

今回の繰越限度額の設定により、年度末の制

約なく適切な工期を確保した形での発注が可能

となるとともに、このような対応により、施工

時期の平準化を図るとともに、事業効果の早期

発現に努めていきたいと考えています。

以上で説明は終わりました。井上委員長

これより質疑に入ります。

これは全体でこのくらいの繰越末宗副委員長

しやけど、入札不調は何件ぐらいあったのか。

（「入札、前年度ですか」と言う者あり）いや

いや、入札不調で繰越しになったケースは何件

ぐらいあったか。（「このうち」と言う者あ

り）

これは入札不調での繰田邉農林水産企画課長

越しということではありません。来年度に繰り

越す事業について、年度末までにやるというこ

とにせず、工期を確保することができるよう、

あらかじめ繰越しの限度額を設定するもので、

入札不調での限度額ということではありません。

それじゃあゼロ。入札不調がゼ末宗副委員長

ロということはないような気がするんよね、直

感で。例えば、去年の１１月頃に入札したのが

不調で、出しこなさんかって繰り越したとかい

うのが入っているんじゃない。（「説明できる

人が」と言う者あり）

これは今年度の予算なんで大友農林水産部長

す。今年度予算の事業費を執行するにあたって。

（「これは今年度予算か」と言う者あり）はい。

（「去年の分じゃない」と言う者あり）去年の

分じゃないんで、去年の分については、今委員

がおっしゃったように、入札不調でそのまま予

算を繰り越して今年度に持ってきた分は当然あ

りますが、それはもう別の世界なんで。

分かった、分かった。準備が間末宗副委員長

に合わん分とか、いろいろあるけん、はいはい、

失礼。

ほかにありませんか。井上委員長

〔「なし」と言う者あり〕

ほかに御質疑等もないので、これ井上委員長

より採決に入ります。

本案のうち本委員会関係部分については、原

案のとおり可決すべきものと決することに御異

議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

御異議がないので、本案のうち本井上委員長

委員会関係部分については、原案のとおり可決

すべきものと決定しました。

以上で、付託案件の審査を終わります。

次に、執行部より、報告をしたい旨の申出が

ありましたので、これを許します。

まず、①の報告をお願いします。

資料の２ページをお願田邉農林水産企画課長

いします。

台風第８号・第１０号及び８月２６日からの

大雨による農林水産業関係被害について御報告

します。

表の上から２段目に記載しているとおり、被

害総額は台風第８号で１億３，９００万円、台

風第１０号で１億２，４００万円、８月末の大

雨では１億２，５００万円が見込まれており、

合計３億８，９００万円となっています。

このうち、農業関係については、県下に広く

被害が発生しており、合計３億６，６００万円

の被害額となっています。内訳は、農産物等で

は、水稲の倒伏、梨の落果などの被害が発生し

ています。生産施設では、農業用ハウスの倒壊

や畜舎、鳥獣柵等の損壊など、関連施設では、

水路の破損や法面の崩壊などが生じています。

林業関係については、斜面崩壊が日田市天ケ

瀬町で１か所発生しており、２千万円ほどの被

害を見込んでいます。

また、水産業関係では、漁港泊地内等へのご

みの漂着が県南を中心に５か所で発生しており、
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３００万円の被害となっています。

今回の災害では、農地・農業用施設など生産

基盤関係の被害が大きくなっていますが、速や

かな復旧に向け関係機関と連携して取り組んで

いきます。

なお、９月２２日から２３日にかけての台風

第１７号においては、日田市で梨の落果、それ

から佐伯市等での水稲の倒伏、あるいは西部で

白ねぎの倒伏等も報告されています。

現在、被害額を含め詳細を調査中であり、農

業共済組合による共済金の早期支払を含め、被

害を受けた農家への支援を進めていきたいと思

います。

以上で説明は終わりました。井上委員長

これより質疑に入ります。

知らないのでちょっと教えてくださ原田委員

い。今、農業共済組合からいわゆる補償がされ

るということでしたけど、行政からは、例えば

施設面とかで、経済的な支援も含めてこれから

やっていくんですか。

これから被害の詳細を田邉農林水産企画課長

調査して考えていきたいと思いますけれども、

基本的には水稲などそれぞれについては、農業

共済に掛金をかけて入っていますので、一義的

にはまずそちらの方から補塡があります。果物

とかについても共済への加入を勧めていますし、

また、施設の被害についても施設の共済がもち

ろんありますので、そちらからまず一義的には

出されるかと思います。

もう１点、一番下に港湾へのごみ漂原田委員

着がありますよね。こういったものってどう処

理されていくんですか。

今回の漁港へのごみの田邉農林水産企画課長

漂着については、一応今回の分についてはとい

うことでお考えいただきたいんですが、生活環

境部の予算の中にそういうごみ処理の予算があ

るので、そちらで対応しています。

ほかにありませんか。井上委員長

〔「なし」と言う者あり〕

ほかに御質疑等もないので、②か井上委員長

ら④の報告をお願いします。

別冊資料、大分県長期田邉農林水産企画課長

総合計画の実施状況についてを御覧ください。

安心・活力・発展プラン２０１５の平成３０

年度の農林水産部関係の実績について御報告し

ます。なお、まち・ひと・しごと創生大分県総

合戦略基本目標・施策ＫＰＩ達成状況を別紙と

してお配りしているのであわせて御確認くださ

い。

別冊資料の７９ページをお願いします。農林

水産部では、左上の政策名にあるとおり、「変

化に対応し挑戦と努力が報われる農林水産業の

実現」を政策目標に掲げ、中段、Ⅲにお示しし

たとおり、「構造改革の更なる加速」など四つ

の施策に取り組んでいます。施策ごとの実績を

順に御説明します。

８０ページをお願いします。施策名「構造改

革の更なる加速」です。Ⅱの目標指標を御覧く

ださい。５月の本委員会でも御報告したとおり、

一番上にある農林水産業による創出額は、３０

年度は２，２１４億円となり目標を下回ってい

ます。その一方、その下にある新規就業者数は、

過去最高となる４２４人を確保することができ

ています。

８１ページをお願いします。一番下のⅦにあ

るとおり、今後の施策展開をまとめています。

創出額目標の達成に向け、市町村や農業関係団

体等と連携を図りながら、水田の畑地化による

高収益な園芸品目の導入を進めるなど、構造改

革を加速させます。また、大分青果センターを

活用した県域生産・流通体制の拡充、「おおい

た和牛」のブランド確立や自由貿易体制の拡大

を好機とした輸出拡大などにも取り組んでいき

ます。

次に、８２ページをお願いします。

「マーケットインの商品（もの）づくりの加

速」です。Ⅱの目標指標の戦略品目の産出額は、

さきほど説明したとおり、創出額減少の主な要

因であり、林業や水産業では目標を上回ったも

のの、農業では、合計で目標額を下回っていま

す。今後の施策展開ですが、８３ページの一番

下にあるとおり、県産オリジナルいちご「ベリ

ーツ」や「おおいた和牛」を中心に、また、水

産業では、首都圏の量販店に向けたかぼす養殖
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魚のＰＲ強化あるいは販売促進など、引き続き、

マーケットに対応した生産・流通の拡大に取り

組んでいきます。

続いて８４ページをお願いします。

「経営マインドを持った力強い担い手の確保

・育成」では、Ⅱにあるとおり、中核的経営体

数を目標指標としています。法人化に向けた研

修など、農林水産業それぞれの分野で経営体の

強化に向けた支援を行った結果、おおむね目標

を達成しています。次のページの一番下、今後

の施策展開ですが、法人化の推進はもちろんで

すけれども、新規就農者の研修段階から経営発

展に至るまでの一貫したフォローアップ、ある

いは女性の経営参画や多様な人材の活躍支援、

ドローン等のスマート技術の導入などにより、

力強い担い手の確保・育成を今後とも進めてい

きます。

次に、８６ページをお願いします。

「元気で豊かな農山漁村の継承」です。Ⅱの

目標指標のうち、下段の有害鳥獣による農林水

産業被害額では、狩猟者確保に向け、狩猟税免

除の範囲を拡大するとともに防護柵の計画的な

設置等を推進してきた結果、被害額は昨年度よ

り減少し、１億９，２００万円となっています。

次のページの一番下の今後の施策展開ですが、

スマート捕獲の実証など、鳥獣被害の軽減とジ

ビエの振興のほか、地域農業経営サポート機構

の拡充、直販所の活性化など、今後とも元気で

豊かな農山漁村の継承に取り組んでいきます。

以上四つの施策をバランスよく進め、農林水

産業の振興に今後とも取り組んでいきます。

大分県長期総合計画の変更大友農林水産部長

について御説明します。

別冊の大分県長期総合計画「安心・活力・発

展プラン２０１５」の変更についての１ページ

をお開きください。

１の計画変更の理由です。この計画は平成３

６年度（令和６年度）までの１０年間を計画期

間として、２７年１０月に策定しました。今年

度が計画期間の中間年にあたるため、目まぐる

しく変化する社会情勢も見ながら、諸課題の解

決に向け、内容を見直すこととしたところです。

２の計画変更の基本的考え方ですが、大きく

二つあります。

一つ目は、新時代「令和」を見通しながら、

長期的な視点に立って、将来の大分県の布石と

なる見直しを行うこと。

二つ目は、大分県版地方創生の加速前進、先

端技術への挑戦、強靱な県土づくりなどの新た

な課題にも対応することとしています。

６の「プラン２０１５」中間見直し委員会の

設置については、プランの見直しにあたり、県

民意見を幅広く反映させるため、総合部会と安

心・活力・発展の各分野別部会を設け、５月か

ら意見をいただいているところです。

２ページをお願いします。

中間見直しの概要をお示ししています。

まず、基本目標として、県民とともに築く

「安心」「活力」「発展」の大分県ということ

を掲げています。また、時代の要請として、三

つの対応すべき課題を置いて、その解決に向け、

安心・活力・発展の３分野それぞれの政策・施

策を示すこととしています。

農林水産部所管は、その下の活力の分野で、

①挑戦と努力が報われる農林水産業の実現です。

農林水産業や農山漁村においては、ＴＰＰ１

１等の自由貿易の進展、ドローン等の先端技術

の発展、林業での市町村を主体とする新たな森

林経営管理制度の導入、水産業でも国による構

造改革の着手など、情勢が変化していることか

ら、それらを踏まえた内容にしていきたいと考

えています。

以上が長期総合計画の農林水産部所管部分で

す。

続いて県農林水産業振興計画の変更について

あわせて説明します。委員会資料の３ページを

お開きください。

大分県農林水産業振興計画「おおいた農林水

産業活力創出プラン２０１５」の変更について、

御説明します。

１の計画変更の理由ですが、平成２７年１２

月に策定した現行計画については、令和元年度

を中間目標年、令和６年度を目標年として取り

組んできています。農林水産業や農山漁村を取
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り巻く情勢変化を踏まえ、必要に応じ、見直す

こととしています。

中間目標年である現在、本県の農業産出額が

伸び悩む中、ＴＰＰ１１等の自由貿易の進展、

ドローン等の先端技術の発展、林業での森林経

営管理制度の導入、水産業での構造改革など、

情勢が変化していることから、今回、こちらの

計画も見直したいと考えています。

３の計画の期間については、大分県長期総合

計画と連動しますので、令和元年度から６年度

までとします。

４の計画の目標ですが、現行計画のとおり、

農林水産業産出額に加工等による付加価値額、

日本型直接支払制度交付金等を合わせた農林水

産業による創出額を総合指標として設定します。

次に、５の計画の構成ですが、４ページを御

覧ください。

今回は中間見直しであることから、施策体系

自体の抜本的な変更は考えていませんが、冒頭

のⅠ構造改革の更なる加速については、構造改

革の中でも喫緊の課題ととらえている水田の畑

地化による園芸品目への転換や「おおいた和

牛」の振興など、特に中心となる内容について、

農業、畜産、林業、水産業、スマート農林水産

業の五つの分野で柱を立てて見直しを進めてい

きたいと考えています。

二つ目のマーケットインの商品づくりの加速

から四つ目の元気で豊かな農山漁村づくりにつ

いては、現行計画を踏襲し、それぞれの内容を

必要に応じて見直していきたいと考えています。

３ページにお戻りいただき、６の計画策定の

スケジュール（案）ですが、今回の第３回定例

会で変更の概要を報告し、第４回定例会で素案

を報告したいと考えています。

その後、パブリックコメントを経て、令和２

年第１回定例会に最終案を議案として提出した

いと考えています。

さきほど説明した大分県長期総合計画「安心

・活力・発展プラン２０１５」の中間見直しの

議論も十分踏まえ、今後、素案の作成を進めて

いきたいと考えていますので、引き続き御指導、

御意見をいただきたいと思っています。

以上で説明は終わりました。井上委員長

これより質疑に入ります。

農林水産業振興計画のこれからの検木田委員

討に関連して、現状についてちょっと教えてい

ただきたい。先日、ゲノム編集の開発が進んで

いて、もう既に流通しているところもあるんじ

ゃないかというのをテレビで見たんですが、実

際に、大分県内でゲノム編集された農業生産物

が作られているのかということと、あと今後、

この振興計画の中でそういった技術について触

れることも考えているのかということを教えて

いただければと思います。

畜産の分太郎良農林水産研究指導センター長

野ですけれども、昨年、ゲノム育種価を活用し

た種雄牛の造成技術が確立しています。候補牛

を検定して、能力の高い種雄牛を選定しており、

その種雄牛を活用した子牛が今年産まれ、これ

からもまた産まれてくる予定です。ゲノム育種

価は、ある程度の推定価で、能力を推定すると

いうことなので、今後、実際に産まれた子牛の

能力を判定していきながら、本当に事前の推定

価どおりの能力があるかどうかを評価して、さ

らにその信用性を上げていくという段階です。

（「質問とちょっと違うな」「もう既に消費者

に出回っているか」と言う者あり）

そうです。今、県内の市場に流通す木田委員

るような状況になっているのかということと、

あと今後、振興計画にゲノム編集について加筆

していくのかどうかです。

ゲノム育種価は、ＳＮＰ梅木畜産技術室長

（スニップ）と言って、ＤＮＡ上を検査します。

アデニン、グアニン、シトシン、チミンと、高

校のときに聞かれたと思いますけど、その塩基

対が大体、２０億から３０億あると言います。

そのうちの大体２００万から３００万が牛個体

によって違うということになっています。

そして、今まで育種価というのがありました。

例えばさしの入る能力の高い牛、それから中く

らいの牛、低い牛と、今まで何万頭という成績

があります。その牛のゲノムが２００万から３

００万、牛によって違いますので、そこがどれ

くらい違うのかを見ることによって、順列が推
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定されるというのがこのゲノム育種価の基本的

な考え方です。

その中で、昨年、葵白清（あおいしらきよ）

という種雄牛が、あくまでもゲノムで見た育種

価で能力が高いということが分かりました。通

常であれば、現場後代検定、つまり実際にその

種雄牛の種を雌牛に受精して、その産まれた子

どもを肥育にかけて、その成績を見ることによ

って種牛の能力を判定していたんですけど、ゲ

ノム育種で行うと、極端な話、産まれてすぐに

その牛の毛とか血をとってゲノム育種にかけれ

ば、すぐ能力が分かるということなんで、今ま

でであれば産まれてから５年間ぐらいかかって

いた種雄牛の優劣の判別期間がかなり短縮でき

るということになります。

そういう技術を使うことによって、今まで以

上に効率的で、より精度の高い種雄牛の造成が

進んでいくだろうと思われますし、今年の４月

から８月の間、県の畜産研究部において種雄牛

の種の販売、要するに農家に譲渡した本数が３，

３５９本なんですけど、そのうちのほぼ３割近

くがこの葵白清の種です。まだこれは検定の成

績が出ていないんですけど、やはり農家の皆さ

んの期待の高さの表れだろうなと思っています

ので、今後こういう技術を使うことによって、

能力の高い牛をより早く造成し、農家へ譲渡で

きるようになってくると思います。これはあく

まで畜産のことです。今までは５年間かかって

いたのが短くなるということです。（「また違

う」と言う者あり）

実際に編集しているかどうかという木田委員

ことと、計画で……。

ゲノム育種価というのは編大友農林水産部長

集するわけじゃないです。（「そうでしょう」

と言う者あり）はい。あくまでも。（「見たら

分かる、調べたら分かる」と言う者あり）はい。

検査方法だけなんで、遺伝子操作じゃありませ

ん。そういう意味で、今、いい種雄牛ができて

きていると。それは今、種付けしていますんで、

だんだんと出荷されていくだろうということで

す。あわせて、そういう技術については非常に

大事なので、今後、この計画の見直しにおいて、

優秀な種雄牛を作っていこうという意味では、

計画の中に入ってくると思います。

ゲノムの配列の評価をしていますよ木田委員

ということであって、実際にゲノムをカットし

て入れ替えて、より太るような牛を作ることを

大分ではまだしていないということでよかった

かという質問です。

畜産においてゲノムの切っ梅木畜産技術室長

たり張ったりというのは、簡単に言うと体細胞

クローンと受精卵クローンの二つです。受精卵

クローンに関しては、乳牛、ホルスタインにお

いては認められています。ただ、受精卵クロー

ンの牛乳は、通常の一般の乳牛の乳とプラント

を分けて加工すれば、一般消費者への販売がで

きることになっているんですけど、それがなか

なか難しいので、実際には、受精卵クローンに

おいては、畜産物としての取扱いはありません。

また、体細胞クローンについては、平成２０

年、２１年に農林水産省が中心となって、体細

胞クローンの畜産物利用に係る研究を行い、大

分県も参画しています。東京大学、北海道大学、

岩手大学などが入ってやりました。そのときに

は、結果としては体細胞クローンの牛肉に関し

ては、異常があるとは認められない。要するに、

正常に産まれた体細胞クローン牛に関しては異

常は認められなかったという報告になっていま

す。ですので、食べたらだめだとか、食べても

いいとかいう報告にはなっていません。ただ、

体細胞クローン牛の畜産物としての利用は、そ

れ以降ありません。

この間、ゲノム編集について食品表清田委員

示の義務がないという発表が国からあったとい

うのが新聞に出ていましたね。ゲノムだけでは

なく、遺伝子組換えの技術もあります。そのよ

うなものが今後たくさん出回っていくというよ

うな論調の本も出ている中で、実際に安全なも

のなのかどうかというのは、私自身も判断が付

きませんし、一般消費者はなお判断が付かない

と思うんです。食品表示の法律との関わりも非

常に大きいですが、県民の食の安全という部分

で、その辺の周知とか、知識を広めることをし

てほしいなと私は思っています。先般、種子法
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の関係で大変お知恵をいただいたんですけど、

ゲノム編集や遺伝子組換えは食用の部分だけで

はなくて、飼料米とかに関わってくるところも

あるので、国の動向を見ながらということもあ

ろうかとは思うんですけれども、その辺に関し

て、この計画の中にもし入れていくようなもの

があれば教えていただきたい。なければないで、

現状の食の安全についての見解をお聞かせ願え

ればと思うんですけど。

食の安全、表示という三浦地域農業振興課長

ことでお答えしたいと思います。今、委員が言

われた遺伝子操作をしたとか、遺伝子組換えを

したということについては、食品表示法の中の

衛生事項になりまして、申し訳ありませんけど、

農林水産部の所管ではないんですが、この食品

表示が何のためにあるかと言うと、消費者が食

品の選別、選択をスムーズに行うためという目

的があります。安心か安心でないか、それを消

費者にしっかり判断していただくために、食品

表示法が作られて、そういう技術を用いた食品

は表示しなさいということになっています。

ほかにありませんか。井上委員長

〔「なし」と言う者あり〕

ほかに御質疑等もないので、⑤の井上委員長

報告をお願いします。

農林水産部が所管する田邉農林水産企画課長

公社等外郭団体の経営状況等について御報告し

ます。

お手元の資料、県出資法人等の経営状況報告

概要書で御説明します。目次を御覧ください。

当部が所管する団体は、出資比率２５％以上

等の指定団体が、Ｎｏ．１５の公益社団法人大

分県農業農村振興公社からＮｏ．２０の公益社

団法人大分県漁業公社までの６団体、次ページ

の出資比率２５％未満のその他の出資等団体が、

Ｎｏ．１１の大分県農業信用基金協会からＮｏ．

１４の周防灘フェリー株式会社までの４団体、

合計１０団体です。

本日は、出資比率２５％以上の指定団体のう

ち、委託料や補助金等の財政的関与の高い５団

体について、担当課長から御説明しますので、

よろしくお願いします。

委員会資料の５田染農地活用・集落営農課長

ページをお願いします。公益社団法人大分県農

業農村振興公社の経営状況報告です。

３の事業内容ですが、農地中間管理事業や大

規模リース団地整備事業などを行っています。

４の３０年度決算状況についてです。下線の

箇所のとおり、３，３９４万５千円の黒字とな

っています。これは、大規模リース団地整備事

業について、平成２９年度から繰り越した竹田

市のトマト温室ハウスなどの実績の増加による

ものです。

５の問題点及び懸案事項について、まず、年

度ごとに変動の大きい大規模リース団地整備事

業の事業量確保が課題であることから、新規実

施地区の確保や関係機関との連携をさらに強化

します。

また、農業文化公園については、企業等への

訪問を強化するとともに、県内外の旅行会社等

のツアー誘致に積極的に取り組みます。また、

サービス向上に向けて職員研修を充実し、入園

者数の増加を図っていきたいと思います。

農地中間管理事業については、手続の簡素化

や農地の集積・集約化の支援体制の一体化など

を国に働きかけるとともに、農業委員会等と連

携しながら重点実施区域での集積を促進します。

続いて、一般財団法人大分県主要農作物改善

協会の経営状況です。資料の６ページをお願い

します。

３の事業内容ですが、米麦及び大豆の種子の

確保・供給、また、品質改善に関する事業を行

っています。

４の３０年度決算状況について、下線の箇所

のとおり、１，６２６万円の黒字となっており、

適切な生産供給計画と在庫管理が行われている

ものと考えています。

５の問題点及び懸案事項について、種子の安

定確保を図るため、品種ごとの需要動向を勘案

した上で計画的な採種を実施することや、種子

の在庫状況を半期ごとに県に報告するよう指導

しています。

なお、主要農作物種子法が平成３０年４月１

日に廃止されましたが、県では、法に代わる主
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要農作物種子制度基本要綱を制定し、これまで

どおり種子の生産・供給を継続しております。

資料の７ページをお願いし河野畜産振興課長

ます。公益社団法人大分県畜産協会です。

３の事業内容ですが、畜産経営体に対する経

営・技術改善や畜産物の価格変動に対する価格

差補塡、家畜の衛生対策などに関する事業を行

っています。

４の３０年度決算状況について、下線の箇所

のとおり、４４万４千円の赤字となっており、

平成２４年に公益法人化して以降、初めての赤

字となっています。

これについては、５の問題点及び懸案事項に

記載していますが、職員の定年退職を見据え、

２名の正規職員の新規採用を行ったことによる

人件費の増が主な要因です。人材育成を効果的

に行いながら計画的に職員の新陳代謝等を図っ

ていくための措置であり、安定的な事業運営に

向けた必要な取組です。

今後とも、事務の効率化による経費縮減や自

主財源の確保に努めながら、畜産農家の収益拡

大に向けた各種事業に取り組み、畜産振興に努

めるよう指導していきます。

資料の８ページをお願いし中野林務管理課長

ます。公益財団法人森林（もり）ネットおおい

たです。

３の事業内容ですが、林業労働力確保に向け

た各種保険等への助成などを実施しており、特

に研修事業では、平成２８年度からおおいた林

業アカデミーを開講し、林業経営を担う人材育

成を図っています。

４の３０年度決算状況について、下線の箇所

のとおり、１，２０１万４千円の黒字となって

います。これは、国債の運用などによる基本財

産の運用益確保と効率的な事業実施に努めたこ

とが主な要因です。

５の問題点及び懸案事項として、当法人は、

平成２３年度に損失を計上したことから、経営

改善計画を策定し、事業の見直し等を進めた結

果、現在、６年連続の黒字化を実現していると

ころです。県としては、今後とも法人の健全な

経営が図られるよう指導していきます。

資料の９ページをお願いし高野水産振興課長

ます。公益社団法人大分県漁業公社です。

３の事業内容ですが、主にクルマエビやマコ

ガレイなどの放流用種苗の生産・販売及びあっ

せんを行っています。

４の３０年度決算状況については、下線の箇

所のとおり、７２万６千円の黒字となっていま

す。これは漁業者等からの多様な需要にきめ細

かに対応することで、収入の確保を図るととも

に、餌代などの経費削減に取り組んだことが主

な要因です。

５の問題点及び懸案事項については、種苗需

要の変動や燃料費等の高騰など経営環境が厳し

い中、５年連続で黒字を確保しています。他方、

生産施設の老朽化が進み、生産業務に支障を来

している箇所も多くなっているので、今後、さ

らなるコスト削減を図りながら収入確保に努め

るとともに、特に、老朽化が著しい国東事業場

については、現在地での建て替えを計画してい

るところです。今年度、測量・調査や基本設計

を実施しており、令和４年度の竣工に向けて取

組を進めていきます。

以上で説明は終わりました。井上委員長

これより質疑に入ります。

〔「なし」と言う者あり〕

別に御質疑等もないので、⑥から井上委員長

⑧の報告をお願いします。

委員会資料の１０ペ吉松森との共生推進室長

ージをお願いします。

第４５回全国育樹祭大分県開催の会場決定に

ついて御報告します。

２の経緯等にあるように、９月３日に公益社

団法人国土緑化推進機構によるお手入れ・式典

会場候補地の現地調査が行われました。

その結果、図のとおり、お手入れ行事は、平

成１２年に第５１回全国植樹祭が行われた大分

県県民の森平成森林公園、式典会場は、本年５

月にオープンした昭和電工武道スポーツセンタ

ーに決定しました。

国土緑化推進機構からは、全国植樹祭が行わ

れた地に皇嗣同妃両殿下をお招きし、お手入れ

が行われることは意義深いことであり、昭和電
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工スポーツセンターについては、県産スギ無垢

乾燥材をふんだんに使われたすばらしい施設で

あるとのコメントもいただきました。

今後、国土緑化推進機構をはじめ、関係市等

と連携し、準備を本格的に進めていきます。

資料の１１ページをお三浦地域農業振興課長

願いします。

秋の恒例イベントとして定着している令和元

年度大分県農林水産祭の開催について御報告し

ます。

本年度は３にあるように、１０月１２日、１

３日に亀川漁港で水産部門を、１０月２６日、

２７日に別府公園で農林部門を開催します。例

年は２週連続して開催していますが、今年度は

ラグビーワールドカップの準々決勝が１０月１

９日と２０日に大分で開催されるため、１週間

開けた開催としています。

４にあるように、今年度のスローガンは、公

募による２２４作品の中から「おおいたにトラ

イ！味力のスクラム」としました。

５の行事内容は例年どおり、盛りだくさんと

しています。好評の産地直売コーナーやブリの

つかみ取り、木工教室等に加え、特に、下線を

引いていますが、８月に竣工した調査船「豊

洋」の公開や久住高原農業高校を中心とした県

内農業系高校が協力して、生け花の美しさをト

ーナメント形式で競う「高校生花いけパフォー

マンス」を新たに企画しています。

委員の皆さま方には、改めて御案内しますが、

ぜひ御来場いただきますようお願いします。

資料の１２ページを吉松森との共生推進室長

お願いします。

第１９回豊かな国の森づくり大会の開催につ

いて御報告します。

県では、県民総参加の森林づくり運動を展開

しており、その一環として、豊かな国の森づく

り大会を毎年開催しています。本年度は１１月

１６日に津久見市で開催します。

津久見市での開催は、今回が初めてとなりま

す。津久見市は「西日本一の桜観光」を進めて

いることから、地元市民や学生にも参加してい

ただき、市内彦ノ内にてボタンザクラの植樹を

行います。

当日は、委員の皆さま方にも、ぜひ御来場い

ただきますようお願いします。

以上で説明は終わりました。井上委員長

これより質疑に入ります。どなたかありませ

んでしょうか。

今朝、欠席で回答したような気末宗副委員長

がするんやけど、育樹祭でさきほどコウシって

言ったけど、誰が来るんかね。（「そりゃ皇嗣

ですよ」「令和３年やろ」と言う者あり）令和

３年の話か。ほな決まってはないんか。（「決

まってはいるんです」という者あり）ほんなら

欠席で出したんは何か。（「農林水産祭か森づ

くり大会でしょう」と言う者あり）そうか。誰

が来る予定か分からんか。

今年度は全国育樹祭吉松森との共生推進室長

が沖縄県で開催されます。それについては秋篠

宮文仁親王殿下が沖縄県に来県されますので、

本県においても同様の形になるかと思われます。

（「ああ、秋篠宮さま、分かった」と言う者あ

り）

ほかにありませんでしょうか。井上委員長

〔「なし」と言う者あり〕

ほかに御質疑もないので、以上で井上委員長

諸般の報告を終わります。

あと、その他の項目で、ちょっと私から一つ

いいですか。この前、新聞にも載っていたんで

すが、牛と豚の雄雌の産み分け技術の開発です

ね。広島大学と県の農林水産研究指導センター

畜産研究部の共同開発で、雄と雌を産み分けら

れる技術を開発したと。今までは物すごくお金

のかかる方法しかなかったそうで、何か輸入し

た高いものを使っていたんですかね。ところが

今回、大分県と広島大学の共同開発で技術がで

きて特許出願中で、今後非常に期待できると、

新聞でも何か大ニュースみたいな報道があった

んですけど、これに関しては、大分県としてど

のように利用するのかとか、何かあったらと思

って。

センター太郎良農林水産研究指導センター長

の畜産研究部と広島大学との共同研究について

です。従来は、群馬とか北海道にある大きな施
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設に行って、フローサイトメーターという専門

の機械を使って精子を分離して持ち帰ってくる

ということで、多額の費用がかかっていたわけ

ですけれども、新聞の報道にもあったように、

手軽にと言うか、大分でできるということです。

そして以前は、数量は結構少量だったんですけ

ど、今度は多量にでき、時間も従来は２時間か

ら３時間かかっていたのが３０分から１時間ぐ

らいでできるということです。この技術につい

ては、雄の精子からＹ精子を分離して、実際に

畜産研究部でも雄が２頭産まれており、ある程

度、その実用化の段階まで来ています。ただ、

Ｘ精子を分離して、雌を産ませるまでの実用化

の段階にはまだ行っていません。広島大学では

今、マウスの段階で雄雌の産み分けにある程度

成功したという報告を受けていますけれども、

牛とか豚とかでの実用化については、それまで

に精子の運動能力とか、品質の評価とか、あと

実際に受胎率がどれくらいあるかとか、クリア

しないといけない課題がまだたくさん山積して

いて、これからその研究を進めていくという段

階です。

大分県のホームページにも載って井上委員長

いたんですけど、これまで高いお金がかかるけ

ど、牛の産み分けだけは実現していた。しかし、

豚は今回の技術が初めてで、既に特許も出願し

ているということだったんで、相当進んでいる

のかなという感じがしたんですけど。今後はこ

れがうまく行けば、種牛が欲しいとか、肉牛が

欲しいとか、繁殖雌牛が欲しいとか、業種によ

ってそれぞれ需要が違うんで、それがきちっと

産み分けられるということになると、相当大き

いですよね。これが大分県の畜産業全体にとっ

ていかされる方向に行くとすごいなと思うんで

すけど、そこはもうある程度、これを踏まえて

何か考えているんですかね。

さきほどセンター長からお梅木畜産技術室長

話ししたように、第一に、この技術はまだ種判

別の段階であって、９０％以上で確実に生産で

きるのは雄しかありません。雌に特異的に付く

リガンドというものを精子に付けるんですけど、

それがしっぽに付くもんですから、精子は泳ぎ

ますので、付いていない雄は上の方へ行くと。

雌はリガンドが付いて、下に下がっていくから

雄雌が分けられるということで、雄は問題ない

んですけど、雌はそのリガンドが付いているも

んですから、これを１回外さないといけない。

そうすると運動性が落ちちゃうんで、今、雌の

方はちょっと難しいですよということになって

います。ただ、将来的に雄、雌、種雄牛が産み

分けられるようになるんであれば、これは非常

にすばらしい技術になってくると思います。

さきほど言ったフローサイトメーターとは何

かと言うと、Ｘ遺伝子、Ｙ遺伝子の遺伝子量を

量ることで雄と雌に分けます。ＸとＹというの

は遺伝子の量が若干違うので、それを２回機械

にかけて雄雌を分けることができるんですけど、

活力が落ちるから受胎率が若干下がる。そして

フローサイトメーターという機械自体が数億円

かかるんで、どうしてもコストが高くなるとい

うものです。ただ、現状で雄雌を９０％以上で

分けて産ませる技術というのは、このフローサ

イトメーターのみです。

それと今、乳牛の雌牛の後継牛がなかなか生

産できていません。大分県で今申請している特

許は、乳牛については非常に期待できますけど、

和牛については、雄が産まれれば子牛市場で高

く販売できるんで、確かに農家にとっては有益

なものと考えられますが、これに余り特化する

と、大分の雌牛の牛群がなくなってしまいます。

収益向上を考えれば、もう皆さん、雄精液ばっ

かり欲しくて、雌の受精をしなくなっちゃいま

すから。ですので、今、家畜改良センターがフ

ローサイトメーターで雌雄判別した精液を販売

していますが、雄精液に関しては基本的に家畜

改良に関わることに限定することになっていて、

一般販売は行っていません。乳牛の雌精液につ

いては一般販売を行っていますが、雄について

はやはりさきほど言ったように、雌の改良が止

まるなどの問題が起きる可能性がすごくあるん

で、雄精液は家畜改良に関することに限定され

ています。

豚についても、雄と雌では雄の方が発育が早

いものですから、やはり収益向上を目指すんで
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あれば、豚でも雄が求められると思います。た

だ、この技術においては今、産子数が通常の精

液と比べると、２頭から３頭少なくなるという

課題がまだあります。そういう課題がクリアで

きれば、豚の場合は自分のところで産まれた豚

を残すということは元々なく、購入でやってい

くため、さきほど言った和牛のような問題はあ

りませんので、この技術によって将来、農家の

収益向上に非常に使われる技術になる可能性も

あると思っています。

いずれにしても、すごい研究がで井上委員長

きつつあるということで、今日は前半部分で大

分県の農業産出額が苦戦している話がありまし

たが、これが大分県の畜産業の収益向上に寄与

すれば、一挙に一発逆転じゃないですけど、そ

うなるように、ぜひ畜産業全体にいかせるよう

にやっていっていただきたいと思います。

そのほかに何かありますか。（「時間がある

んでいいですか」と言う者あり）

この間、乾しいたけを１５分ぐらい木田委員

で水で戻せるという記事を見たんですが、実際

にそれは風味とか、栄養価とかいう点で全然問

題ないようなものになっているのか、そして、

この技術を広めるよう取り組んでいるのかお尋

ねします。

この技術は、菌興という鳥河野林産振興室長

取県の種菌メーカーが開発した技術です。低温

で乾燥させることによって、乾燥費も削減でき

るし、消費者も手早く戻せるということで、今、

トキハとかフレインの生鮮置場において販売さ

れるようになりました。こういう乾しいたけが

乾物でなく生鮮のところに置かれて、普通の野

菜とかと同じく乾物でない取扱いができると、

さらなる消費拡大につながっていくのではない

かと期待しています。

じゃあ味覚や栄養価については、天木田委員

日干しとの比較はともかく、通常の乾燥機でや

ったものと違うとか、そういう分析はされてい

ないんですか。

現在のところ、７月に補正河野林産振興室長

予算を可決いただいた原木しいたけ再興プロジ

ェクトの中で、しいたけの持つ機能性やうまみ

成分を解析して、新しいブランドづくりにつな

げていこうという取組をしていますので、今か

らだと思っています。

委員が言われた１０分とか１５分森迫審議監

に短縮して戻す分については、成分検査等はま

だ具体的には行っていないんですが、ただ、乾

しいたけを作る過程は変わりません。天日に当

たっていなくても、紫外線を当てればビタミン

Ｄがたくさん増えるというのは実験で分かって

いますんで、この１０分、１５分戻しの分も、

ビタミンＤを増やすんであれば、そういう手法

をとることで、これまでの乾しいたけと変わら

ないようにできると考えています。

今のお話の乾燥技術について、民間河野委員

が開発したということは、もし仮に大分県産乾

しいたけでその方法を使うとすれば、それなり

の特許使用料といったものを支払う必要がある

んでしょうか。

これは一つの乾燥の方法と河野林産振興室長

いうことで、メーカーも特許の申請とかはして

いません。県下でもこれに取り組む生産者が今

現在、若干増えている状況です。

さきほどの繰越明許費で、ちょ末宗副委員長

っと錯覚したんだけど、選挙の年だから３月に

骨格予算が出て、７月に肉付予算になって、そ

して９月にもう繰越しの話が出る。毎年こうい

うふうにしよるのかね。

この方法をとり始めた田邉農林水産企画課長

のは、平成２９年からです。繰越明許とは、も

う繰越しをするんだという意味ではなくて、あ

らかじめ早めに繰越しの限度額を設定すること

によって、年度末までにどうしてもやらないと

いけなくて、ぎりぎりだということではなく、

来年度を見越した上での発注とか、工期の確保

が可能になるということです。平成２９年から

このやり方で取り組んでいます。

そしたら９月に繰越明許を出し末宗副委員長

て、１２月も３月も出るんかね。

そのとおりで、これは田邉農林水産企画課長

事業の進捗によります。今回は今までの上期の

進捗状況とか発注状況を見て、おおむねこれく

らいの繰越限度額を設定しましょうということ
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でお願いをしているところです。

ドローンについて、今、大分県で二ノ宮委員

はもうドローンを使っているんですけど、農林

水産部の中でドローンをどういうふうに使おう

としているのか、ちょっと教えてください。こ

の間からの説明を聞くと、例えば苗木の運搬と

か、農薬の共同防除があるんですけど、それ以

外に農林水産部としてどういうものを考えてい

るのか。

まず農業関係ですが、三浦地域農業振興課長

現在、ドローンが実際に使われているのは農薬

散布用です。今後どういう方向でということで

すが、今、開発、実証を進めているのは、カメ

ラ撮影によって生育診断技術ができないかとい

うことです。例えば、今年度は白ねぎとお茶で

取り組む予定にしています。今のところ農業関

係ではこの辺りになります。

林業関係ですけど、さきほ中野林務管理課長

ど委員がおっしゃったとおり、今年度は苗木の

運搬について実証をしようということでチャレ

ンジしているところです。

それとあともう１点が、やはりドローンはカ

メラによって空から見るところが非常に優れて

います。現在、公共造林事業と言って、植栽し

たら補助金が出て、それに対して県が検査する

業務があります。そこでも早速、ドローンで写

真撮影して、人間がわざわざ山の上まで登らず

に検査、確認ができるよう取り組もうとしてい

るところです。

なぜこの質問をしたかと言うと、二ノ宮委員

ドローンとして得意な分野と不得意な分野があ

ると思うんですが、無理やりという言い方はお

かしいんですけど、何か無理やりに今あるもの

をドローンでやろうかという感じを受けていま

す。例えば農薬散布なんですけど、今も農業共

済とかが持っている無人ヘリでやっていますが、

例えば量とか、飛ぶ時間とか、ドローンはどう

してもかなわないと思うんです。詳しいことは

よく分からないんですけど、県をあげてという

取組の中で、余り不得意な分野にまで金を使わ

ないでほしい。使うべきところは一杯あるんで、

その辺はぜひ心に留めておいてください。もち

ろん得意な分野ではぜひ、新しいものに、便利

なものに取り組んで、しっかりやっていただき

たいと思います。

ほかに何かありませんか。井上委員長

〔「なし」と言う者あり〕

ないようですので、それでは、こ井上委員長

れで農林水産部関係の審査を終わります。

執行部の皆さまはお疲れさまでした。

委員の皆さんは、この後、協議を行いますの

で、このままお待ちください。

〔農林水産部退室〕

それでは、協議事項に入ります。井上委員長

まず、閉会中の所管事務調査についてお諮り

します。

お手元に配付のとおり、各事項について閉会

中、継続調査をしたいと思いますが、これに御

異議ありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

御異議がないので、所定の手続を井上委員長

取ることにします。

この際、ほかに何かありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

別にないようですので、これをも井上委員長

ちまして委員会を終わります。

お疲れさまでした。


